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研究成果の概要（和文）：地域づくりにつながる戦略が見られる7つの芸術祭を研究対象として、地域づくりへ
の影響を分析・考察した。あいちトリエンナーレと大地の芸術祭の2事例で、個別の会場等に着目し、定性的分
析により、地域づくりの中長期的効果とその具体的プロセスを明らかにした。ただ、地域づくりの効果が見られ
る他の5つの芸術祭については、短期的な一時的変化を捉えるにとどまった。とはいえ、これまでの現地調査・
分析を踏まえ、芸術祭が地域づくりにつながる主な3条件が、1) 地域資源の活用、2) 地域コミュニティの主体
性、3) 持続可能な戦略を持つことである、との仮説をたてた。当該仮説の検証が今後の研究課題である。

研究成果の概要（英文）：I targeted seven art festivals that utilize strategies that have led to 
regional development to analyze and consider their impacts on regional development. In the two cases
 of the Aichi Triennale and the Echigo-Tsumari Art Triennale, I focused on individual venues and 
clarified medium- to long-term effects and concrete processes on regional development through 
qualitative analysis. For the other five art festivals, only short-term changes were revealed. 
However, based on past field surveys and analysis, three main conditions of art festivals that lead 
to regional development are 1) utilization of local resources, 2) independence of local communities,
 and 3) a sustainable strategy. That is the hypothesis. Verification of this hypothesis is a future 
research theme.

研究分野：芸術政策
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
あいちトリエンナーレと大地の芸術祭の2事例で、個別の会場等に着目し、定性的分析により、地域づくりの中
長期的効果とその具体的プロセスを明らかにした点に学術的意義がある。
国際展をやりさえすれば地域活性化に資する風潮があるなか、現時点では、仮説にとどまっているものの、芸術
祭が地域づくりにつながる条件を明らかにしたことで、国際展が地域づくりへの過大な期待を背負われている状
況を改善していく道筋を示せた点に、社会的意義が認められる。また、地域づくりの効果を明らかにしたこと
で、観光客増など芸術文化を短期的に地域活性化の手段とする傾向に歯止めをかけることができよう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

2000 年以降国内で国際展が流行する。本研究で国際展とはⅰ) 数ヶ年の周期で開催され、ⅱ) 
現代美術を内容とする芸術祭をいう。研究開始の平成 28 年度（2017 年度）時点で、国内では、
こうした国際展が、4政令指定都市（札幌市・新潟市・名古屋市・さいたま市）と、4つの過疎
地（新潟県越後妻有、瀬戸内、千葉県市原市南部、茨木県県北）で開催されていた。日本の特徴
として地域コミュニティや観客との関係を重視する傾向があることから、 地域活性化への期待
が社会的関心を呼ぶ。ところが、国際展による地域コミュニティの活性化は日本特有の、しかも
最近の事象であり、 それをテーマとする研究は国外になく、国内でも端緒についたばかりであ
る。報告書などで経済効果が測定されているが、それでは観光関連産業以外の地域課題解決につ
ながるかが見えてこない。住民や地域の変化を捉える必要がある。 
こうした視点に基づく研究は、「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ(以下大地の芸
術祭)」と、申請者によるあいちトリエンナーレの事例研究があるだけである。大地の芸術祭の
研究に関して、ソーシャルキャピタルを用いた定量的研究（参考文献 1）は、形成の有無を統計
的分析により客観的に明らかにした点で優れているが、その具体的プロセスが明らかとなって
いない。また、定性的研究（参考文献 2、3） はインタビューの関係者数が少なく、しかも、ソ
ーシャルキャピタル形成の母体となる個別の 集落の状況を分析せずに、複数の集落や会場全体
を集合的に捉えているなど、問題点を持つ。そうしたなか、申請者は、 あいちトリエンナーレ
を事例に、既存の研究とは異なる視座で個別の会場に着目し、定性的分析により地域コミュニテ
ィ活性化に寄与する具体的プロセスを内外で初めて詳細に解明していた（参考文献 4）。 
 
２．研究の目的 
本研究は、上記アプローチで幅広くあいちトリエンナーレ以外の他の国際展についても、現地
調査を実施し、定性的分析を行う。これらの研究結果を総括的に分析し、国際展が地域コミュニ
ティ形成に寄与するための一般的条件と効果を検証することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
1) 調査対象と方法 

平成 29年度（2018 年度）から調査対象の国際展について、開催年を中心に、個別の会場ごと
に現地調査を行った。多様な関係者にインタビューをし、継続的な変化のみならず、一時的な変
化についても、それぞれ下表 1 の指標・基準で、地域コミュニティ活性化の具体的プロセス、
条件・効果の定性的分析を行った。 

当初研究対象を、上記 8つの国際展に焦点をあてていたが、中止される国際展や地域コミュニ
ティ活性化・影響等が見出し難かったものもあった。一方で、2017 年から始まった奥能登国際
芸術祭、リボーンアート・フェスティバルでは、地域コミュニティ形成につながる戦略や萌芽が
みられた。そこで、当初から研究対象としていた①「あいちトリエンナーレ 長者町会場」、②「大
地の芸術祭莇平集落」、③「水と土の芸術祭 小須戸 ART プロジェクト」、④「いちはらアート×
ミックス 内田・月崎・養老渓谷」、⑤「札幌国際芸術祭 札幌市資料館」に加え、⑥「奥能登国
際芸術祭 飯田・正院・若山」、⑦「リボーンアート・フェスティバル はまさいさい・石巻のキ
ワマリ荘」を研究対象とすることとした。 
 
 2）調査結果の総括的分析  調査結果を踏まえ、具体的プロセス、要因・効果を総括的に分析
し、国際展が地域コミュニティの活性化に寄与するかについて、一般的・普遍的な条件と効果を
検証した。  
 
４．研究成果 
調査開始前に、①「あいちトリエンナーレ 長者町会場」については、博士論文・単著（参考
文献 4）で、ソーシャルキャピタルがプロアクティブ化したとして、地域コミュニティ形成への
中長期的効果を明らかにしていた。本研究により、②「大地の芸術祭 莇平集落」についても、
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国際展によってソーシャルキャピタルが形成され、地域コミュニティ形成への中長期的効果を
明らかにした。いずれも開催から 10年以上が経過している。 
一方で、③「水と土の芸術祭 小須戸 ART プロジェクト」、④「いちはらアート×ミックス 内
田・月崎・養老渓谷」、⑤「札幌国際芸術祭 札幌市資料館」については、開催から約 5～6年、
⑥「奥能登国際芸術祭 飯田・正院・若山」、⑦「リボーンアート・フェスティバル はまさいさ
い・石巻のキワマリ荘」は、開催から約 2-3 年にとどまる。そうしたこともあり、③～⑦につい
ては、短期的な一時的な変化を捉えるにとどまった。 
では、本研究で明らかとした①～⑦の各国際展の個別会場の地域コミュニティ活性化への効
果を、具体的プロセス等に注目しながら、紹介しよう。 
①「あいちトリエンナーレ長者町会場」の事例研究は、上記博士論文・単著があいちトリエン
ナーレ 2010・2013 を分析したのに対し、あいちトリエンナーレ 2016 を取り扱い、あいちトリエ
ンナーレ 2010・2013 との比較を行った。これらの「あいちトリエンナーレ 長者町地区」に関わ
る事例研究、②「大地の芸術祭 莇平集落」の事例研究では、参加協働型の作品で、かつ住民ら
の自発性に働きかけやコミットがみられたことで、中長期的効果としてそれぞれに自発的活動
が継続され、ソーシャルキャピタル形成への寄与が分析された。なかでも、長者町地区では、地
域コミュニティの主体性が特徴となっている。 
それに対して、③「水と土の芸術祭 小須戸 ART プロジェクト」の事例研究では、サイトスペ
シフィック型作品による地域資源の活用に住民の交流を組み合わせたことで、商店街への理解
の広がり、町屋活用、誇りの回復につながろうとしている。 
ここまでは、作品の性格やアーティストの側から見てきたが、「いちはらアート×ミックス 内
田・月崎・養老渓谷」の事例研究では、視点を変え、地域の取り組みの側から芸術祭をきっかけ
にした地域づくりへの効果を掘り下げた。すなわち、効果をもたらした地域の受け入れ態勢とし
て、1) 既存の拠点（地域づくり）連携・発展型、2) 作品展示継続型、3) 新たな拠点形成型の
3パターンを示した。参加・協働型の作品やサイトスペシフィック型の作品に閉幕前後のこうし
た地域側の持続可能な戦略が組み合わさることで、地域づくりへの影響が生じやすくなると考
える。 
一方で、上記でとりあげた地区等以外でも、今後地域づくりにつなげられるのだろうか。地域
づくりにつなげられないとしたら、その要因は何なのかを、次のとおり考察した。 
初回閉幕後の時点では地域づくりに大きな影響が見られなかった⑥「奥能登国際芸術祭 飯田・
正院・若山」の事例研究では、地域づくりにつながらない要因を考察した。その要因とは、1） 
サイトスペシフィック型の作品展開で地域住民との交流を図るなど地域資源（なかでも人的資
源）を活用すること、2） 参加協働型の作品でアーティストが住民の自発性にコミットするなど
地域コミュニティの主体性を重視すること、3）地域活動との結びつきを企図したり、新たな拠
点を整備したり、持続可能な戦略を持つこと、である。 
1）と 2）は、あいちトリエンナーレや大地の芸術祭で見た芸術祭による地域コミュニティの
活性化の具体的プロセスに対応している。作品の性格やアーティストの視点である。それに対し
て、3）は、地域の取り組みの側からの視点で見ており、いちはらアート×ミックスの事例で明
らかにした地域コミュニティ形成に影響を与えた 3パターンにほぼ対応している。 
芸術祭が地域づくりにつながらない要因等を検討したものの、その要因等は、芸術祭や地域の
事情に応じて個別化・具体化していく必要がある。そこで、⑦「リボーンアート・フェスティバ
ル はまさいさい・石巻のキワマリ荘」の事例研究では、要因等を掘り下げた場づくりの取り組
みを紹介した。また、⑧「札幌国際芸術祭 札幌資料館」の事例研究では、札幌資料館の展開に
ついて「市民の主体性向上」「新産業の創出」という 2つの評価軸で定性的分析を行った。 
以上から、これまでの 7つの芸術祭の現地調査、分析を総括し、芸術祭が地域づくりにつなが
る主な 3条件が、1) 地域資源の活用、2) 地域コミュニティの主体性、3) 持続可能な戦略を持
つことである、との仮説をたてた。仮説の検証が今後の課題である。 
最後に、これまでの研究成果を時系列で整理しておくと、平成 29 年度（2017 年度）に、①「あ
いちトリエンナーレ 長者町会場」、⑤「札幌国際芸術祭 札幌資料館」、それぞれ雑誌論文に研究
成果をまとめた。平成 30年度（2018 年度）には、④「いちはらアート×ミックス 内田・月崎・
養老渓谷」について、それぞれ雑誌論文に研究成果をまとめた。⑦「リボーンアート・フェステ
ィバル はまさいさい・石巻のキワマリ荘」について、学会発表を行った。最終年度の令和元年
度（2019 年度）には、前年度に理論的分析を課題とした⑥奥能登国際芸術祭を、内発的発展論
により、地域づくりにつながらない要因を多角的に考察した。②大地の芸術祭についても、これ
までの調査・分析結果をまとめ、ソーシャルキャピタル形成に寄与することを明らかにし、それ
ぞれ雑誌論文に研究成果をまとめた。そのうえで、①～⑧の事例研究の成果をまとめ、単著とし
て刊行した。詳細は、５．主な発表論文等［雑誌論文］、［図書］を参照されたい。 
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